
１　意見募集

　⑴　募集期間　令和５年２月５日（日）から令和５年３月６日（月）まで（３０日間）

　⑵　募集結果　提出意見　２３件（８通）

２　寄せられた意見に対する市の考え方

項目 ご意見の概要 市の考え方・対応

基本方針等に関すること（５件）

基本方針について

【2.1　基本方針】
公共建築物について、「利用頻度、有効活用状況、集約・複合化、民間サービスの活用、利用料の見直
し、空いた土地の売却、地域経営に対する行政のバックアップ」とあるが、経費削減という国の方向そのもので
あり、後ろ向きの感じがする。自治体行政の務めとして、公共施設をどう活用・管理して住民の交流を活性化
させるかが重要である。

限られた財源の中で、本市として公共施設をどのように維持管理し活用していくかは重要な課題であり、本計画を着実に実行していくこ
とにより、継続的にサービスを維持し、市民の皆様の交流の場を確保できるよう努めてまいります。

脱炭素化の推進方針について

【2.4.7　脱炭素化の推進方針】
「公共建築物の更新等にあたっては、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とすることを目指し、パッシブデザイ
ンに基づく設計や高効率設備の導入、太陽光発電装置の設置など、再生可能エネルギーの導入などの温暖
化対策を推進します。」
記載のとおり、赤字部分を追記してほしい。

頂戴したご意見のとおり、追記させていただきます。

使用料の見直しについて
【1.4.4　受益者負担による使用料等の見直し】
公費削減、利用料の値上げにより、住民の交流機会がそがれることは地方自治の発展に大きなマイナスであ
り、住民が活発に地域で活動できるようにすることが重要である。

公共施設は市民の皆様の交流・活動場所としても非常に重要であり、継続的に提供していく必要があると考えておりますが、今後厳し
い財政状況が進む中で公共サービスを維持していくためには、今まで以上にコスト意識を持ちながら施設運営を進めることが必要であり、
使用料等についても適正かどうかを十分検討してまいります。

跡地の売却について
統廃合等で空いた土地の売却については、マンション建設など何でも可能であり、一度手放したら戻らないた
め、よくよくの検討を求める。

統廃合等により生じた跡地につきましては、本市としての活用の見込みや必要性等を十分に検討するとともに、不要となった土地の処分
方法等についても、慎重に判断してまいります。

公共施設は市民の皆様の交流・活動場所としても非常に重要であると認識しております。厳しい財政状況の中で公共サービスを維持し
ていくために、効率的な施設運営を進めながら、内容の充実を図ってまいります。

学校教育施設について（４件）

今後も学校教育施設の充実に向けて取り組んでまいります。

頂戴したご意見につきましては、施設所管課と共有し、今後の施設管理運営の参考とさせていただきます。

栄中学校の建て替えにつきましては、獨協大学駅前西口エリアにおいて進められている開発を踏まえ、本計画に基づき、具体的に検討
を進めてまいります。

頂戴したご意見につきましては、施設所管課と共有し、今後の参考とさせていただきます。

草加市公共施設等総合管理計画パブリックコメントの実施結果について

　「草加市公共施設等総合管理計画」素案に対し募集期間中に寄せられたご意見について、次のとおり市の考え方を公表します。

公共は効率ばかり優先するのでなく、住民、市民の活動や交流を支え、リードする役割を。

学校教育施設については、学ぶ場であるだけでなく災害時の避難場所でもあることから、教育環境充実に向けて、引き続き努力してほしい。

学校ごとの給食室は、教育上はもちろん、災害時の避難場所としてすぐに食事を提供できるので必ず設置すべき。

獨協大学前駅西口の再開発に惹かれ転入してきたが、栄中学校の古さが気になった。見た目はもちろん安全面、衛生面からも早期の建て直
しを希望する。これからマンション・戸建が建設され、子供の人数も増えていくと思うので、後から混乱の生じないように余裕をもって、子供達が安
心して通える校舎を建ててほしい。

近隣（獨協大学前駅周辺）の小学校に採用されている壁のないスタイルは、中学校には適していないかと思われる。



社会教育施設について（１０件）

【2.6.3　施設配置計画】
吉町地域には町会会館等がなく、同所は近くで気楽に集まれる学習会や会議の場になっている。地域にある
小規模施設は重要であり、「他の施設への移転」と安易な公共施設の統廃合は地域社会づくりに逆行する。

【吉町集会所について】
地域の老人たちや若い親たちが、生涯学習及び交流の場として集っている吉町集会所について、引き続き利
用できるよう要望する。

公民館などは、貸館状態であることから、社会教育の専門職を配置した本来の社会教育施設にしてほしい。

公民館の建物、内容を、これまで以上に充実させてほしい。

もっと地域に図書館を配置してほしい。（同様の意見他1件）
本計画は、現在、市が保有する公共施設等に関する基本方針を示す計画となりますことから、新たな図書館の整備につきましては、別
途、必要に応じ検討を進めてまいります。

【図書室について】
ネットワークを充実させ、情報の地域間の格差の解消を図ることは賛成だが、地域の図書室をもっと多くの
方々に知ってもらうため、アナログ的な面からも市民に利用を呼びかけることが必要と考える。
◆高砂小学校内地域開放図書室について
・道路から見える入り口に看板等で図書室の存在を知らせる。
・日曜日だけでなく、開放日を増やす。
◆中央公民館内図書室について
・鍵を借りることなく、いつも自由に出入りできるようにする。

【中央図書館について】
・閲覧席の数が少ない。閲覧室という特別の部屋がほしい。
・閲覧室を作るのが無理なら、閲覧机の横に衝立を設置すれば、利用者にはある程度の個室感が保てる。
・中央公民館にあるような簡単な飲食室（休憩室）がほしい。
・閲覧席の横の床にカーペットを敷いて歩く音がしないように配慮し、閲覧者が集中できるようにする。
・司書室を作り、閲覧者が自由に出入りして、図書関係全般について相談できるような体制にしてほしい。
・司書（常勤職員）を2人配置してほしい。（同様の意見他1件）

その他 歴史資料館、郷土資料館、科学館など社会教育の充実を求める。
本計画は、現在、市が保有する公共施設等に関する基本方針を示す計画となりますことから、新たな施設の整備につきましては、別
途、必要に応じ検討を進めてまいりますが、頂戴したご意見等を施設所管課と共有し、今後の施設管理運営の参考とさせていただきま
す。

子育て支援施設について（２件）

児童クラブについて
子どもの人数は減少傾向にあるものの児童クラブを利用する家庭は年々増加している。小学校内の空き教室
利用も限界はあると思うので、将来を見据えて新設してほしい。”草加は子育てしやすい環境である”と認識で
きれば、その対象人口は増加し、財政増加も伴うのではないか。

保育園・学童（児童クラブ）に
ついて

子どもは減る傾向だということで、学童の新施設は建設しないとのことだが、労働人口を増やそうとしている、し
かも不審者情報が絶えない草加においては、子どもの安全を守れる市策は最優先だと考える。労働人口を増
やすためにも、保育園や学童を充実させることは必要な予算と考えてほしいと思う。

市営住宅について（１件）

本来の役割である住宅セーフティネットの中核を担うことを念頭に置き、適正な管理戸数の維持・確保を目指すとともに、草加市市営住
宅個別施設計画に基づき、適切に管理運営を進めてまいります。

勤労福祉会館について（１件）

勤労福祉会館につきましては、老朽化が進んでいることから、本計画に基づき、新田駅西口土地区画整理事業地内の市有地への複
合化を含めた施設更新を検討してまいります。

市営住宅等公的補助がある住まいは、生きていく上での基本なので、本当の意味でのセーフティネットをしっかり作ってほしい。

本計画は、現在、市が保有する公共施設等に関する基本方針を示す計画となりますことから、児童クラブ・保育園の新設につきまして
は、別途、必要に応じ検討を進めてまいりますが、頂戴したご意見等を施設所管課と共有し、子育てしやすいまちづくりを目指してまいり
ます。

吉町集会所は、地域の皆様にとって、気軽に利用できる交流の場として重要な施設であると認識しております。今後におきましても、利
用者の方々が求める機能等を十分に勘案し、設置目的や利用状況を踏まえ、施設のあり方について検討してまいります。

図書館の運営につきましては、頂戴したご意見を施設所管課と共有し、今後の施設管理運営の参考とさせていただき、より多くの方に
利用していただけるよう、また、市民の皆様にとって利用しやすい図書館となるよう、努力してまいります。
また、中央公民館内図書室の管理につきましては、頂戴したご意見を施設所管課と共有し、今後の施設管理運営の参考とさせていた
だきます。

公民館・文化センターの機能の充実化につきましては、頂戴したご意見を施設所管課と共有し、今後の施設管理運営の参考とさせて
いただき、今後も市民の皆様の社会教育の場として、適切に運営してまいります。

勤労福祉会館の建物、内容を、これまで以上に充実させてほしい。

吉町集会所について

図書館及び図書室について

公民館について


